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［編集後記］今回の特集１「戦後60年史」のクラブ戦績を見ていただきましたか？「水球21年間無敗の376連勝」「女子バレーの全日本13連勝」「箱根駅伝５連覇」等々、体操にあってはそのまま日
本体操界の歴史そのものだともいえるでしょう。今回、ページ数の関係で一部の団体記録しか紹介できず非常に残念でした。他にも紹介したい記録、特に個人の記録についても驚くものがた
くさんあります。このような記録は日体大関係者皆の財産です。改めて別冊で紹介できる機会ができたら素晴らしいものになるだろうなと思いました。
今年の新入生の中にも、日本で、いや世界で大活躍するアスリートが今、この横浜・健志台キャンパスで日体大の伝統の空気を胸いっぱいに吸い込んでいるのでしょう。新入生の皆さん、自

らの目標に向かって授業にクラブ活動に貪欲な学生生活を送ってください。

■学年暦（平成17年・2005年度上半期）

月 日（曜日） 行　　　事

宮川八岐（みやかわやき）

［大学：教授］
教養・教職科　教職教育Ⅰ
東洋大学文学部国文学科卒業

藤田主一（ふじたしゅいち）

［大学：教授］
教養・教職科　教職教育Ⅱ
日本大学大学院文学研究科博
士後期課程単位取得満期退学
文学修士

船渡和男（ふなとかずお）

［大学：教授］
体育学科
スポーツトレーニングセンター
東京大学大学院教育学研究科
博士課程単位取得満期退学
体育学修士　教育学修士

坂井　元（さかい はじめ）

［短大：助教授］
保育科　保育科専門2
明治学院大学社会学部社会福
祉学科卒業

河野徳良（こうの とくよし）

［短大：講師］
体育科
スポーツトレーニングセンター
米国インディアナ州立大学大学
院アスレティックトレーニング学
修士課程修了
Master of Science

岩原文彦（いわはらふみひこ）

［大学：助手］
体育学科　体育研究所
日本体育大学大学院体育科学
研究科博士後期課程修了　
体育科学博士

小嶋新太（こじまあらた）

［大学：助手］
武道学科　運動方法（柔道）
日本体育大学大学院体育科学
研究科博士前期課程修了
体育科学修士

3（日） 入学式 （横浜・健志台キャンパス）
4（月）～ 9（土） 新入生オリエンテーション

（健康診断､スポーツテスト､学生証手続､履修申告、他）
在学生 健康診断、履修申告確認等

9（土） 防災訓練及び就職対策等の行事　生活指導等
11（月） 前学期授業開始
11（月）～ 大学　養護実習（健康学科養護コース4年）［5/14（土）まで］
16（土） 介護等体験事前指導講習会 （短大体育科1年・その他）
※29（金・祝） ※通常授業実施（5/6に振り替え）

※5/2（月） ※自宅研修日
※5/6（金） ※休業日（4/29の振り替え）

5/30（月）～6/25（土） 教育実習（大学4年）、教育実習（短大体育科2年）
教育実習２（短大保育科2年［6/6（月）～25（土）まで］）

2（土）～5（火） 短大　キャンプ実習（保育科2年）
6（木）～16（土） 大学　キャンプ指導実習（体育・健康・武道学科3年）
3（日）～6（水） 大学　水泳指導実習：日赤水上安全法コース（体育学科3年）
3（日）～16（土） 大学　海浜実習（1年）
4（月）～10（日） 短大　体験学習（1年）
5（火）～ 8（金） 大学　ゴルフ理論・実習（社会体育学科4年）
8（金）～14（木） 大学　マリンスポーツ理論･実習（社会体育学科3年）
10（日）～16（土） 大学　ゴルフ指導実習（体育学科2年） 第1・２団（雫石）
※中旬 短大　国際交流実習 （体育科生涯スポーツコース1年）
19（火）～23（土） 前学期定期試験期間
23（土） 前学期授業終了（試験を含む）

1（月）～ 大学　看護臨床実習（健康学科養護コース3年）［9/2（金）まで］
1（月）～ 夏季休業［10/2（日）まで］
1（月）～ 大学 社会教育実習（社会体育学科3年）［10/2（日）まで］

8/31（水）～9/10（土） 大学　キャンプ理論・実習（社会体育学科2年）
20（火） 開学記念日
22（木）～10/1（土） 大学　水泳指導実習：ダイビングコース（体育学科3年）
27（火）～30（金） 大学　ゴルフ指導実習（体育学科2年） 第３団（菅平）
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注） 実習等の期間については、変更することがある。

■平成17年度新採用教員紹介

■日本学生支援機構奨学生の募集について

日本学生支援機構奨学金の応募の機会は基
本的に年に一度です。募集説明会の日時等は
掲示で通知しますので、希望者は必ず確認をし
て、応募の機会を逃さないようにしてください。
なお、家計を支えている人の失職、死亡、

不慮の事故、災害などによって家計が急変し
た場合は「緊急採用」「応急採用」がありますの
で、事情が生じたときには早急に東京・世田
谷キャンパス学生課、横浜・健志台キャンパス
教学局に相談をしてください。

■問い合わせ先 東京・世田谷キャンパス
学生課 03-5706-0904
横浜・健志台キャンパス
教学局 045-963-7900

■『紀要』電子化のお知らせ

紀要委員会では、本学の知的生産物

と言える年2回刊行の『紀要』を広く発

信していくために、紀要本文の電子化

作業に着手します。今後刊行の最新号

からは電子化の了解を確認して編集に

当たりますが、順次バックナンバーに

遡って電子化事業を展開する予定です。

紀要委員会では、著作権上の扱いはこ

れまで通り「論文執筆者に帰属する」と

確認し、「電子化の許諾」については、

紀要委員会が包括的に了承されたもの

として進めると決定しております。ご了

承ください。

紀要委員会
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＜参考資料＞『昭和・平成現代史年表』（小学館）、『年表昭和史』（岩波）、『imidas96～04』（集英社）、『近代日本の体育・スポ
ーツ史の原風景』（日本体育大学）、『あれから百年』（日本体育大学同窓会）、『「文芸春秋」にみるスポーツ昭和史・第３巻』（文春）
「日本アマチュアスポーツ年鑑」（ベースボールマガジン社）
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写真で見る

2

国内外の社会の動き� 日体大の主な歩み� 日体大のクラブ戦績�年号（昭和）  年号（昭和）  年号（昭和）  

1945（20） 8月15日太平洋戦争終結�

1946（21） 第1回国連総会／戦後初の総選挙�

1947（22） 教育基本法･学校教育法（6･3･3･4制、�

  男女共学）各公布／日本国憲法施行�

1948（23） 新制大学12大学が発足／戦後初の五輪�

 ロンドン大会開催、日本参加できず�

1949（24） 湯川秀樹、ノーベル物理学賞授賞�

  （日本人初）／新制大学で体育が正課に�

1950（25） 短期大学発足／朝鮮戦争勃発�

1951（26） NHK第1回紅白歌合戦放送�

1952（27） オスロ冬季五輪／血のメーデー事件／�

 ヘルシンキ五輪（日本戦後初参加）�

1953（28） テレビ本放送開始（NHK、NTV）�

1954（29） 電気冷蔵庫･洗濯機･掃除機が三種の神 

 器／世界体操選手権（ローマ）に日本初参 

 加、竹本正男・田中敬子優勝�

1955（30） ヘレン＝ケラー来日／神武景気始まる�

1956（31） コルティナ・ダンペッツォ冬季五輪／�

 メルボルン五輪�

1957（32） 日本、国際連合に加盟�

1958（33） アジア大会（東京）／東京タワーが完工�

1959（34） 皇太子殿下ご結婚／レコード大賞創設�

1946（21） 4月 体育専門学校が土浦海軍航空隊跡�

  に移転、入学式行う�

1948（23） 3月 米本卯吉、理事長就任�

1949（24） 4月 日本体育大学（体育学部体育学科）�

    が開設�

1951（26） 3月 日本体育大学が土浦から深沢へ�

    全面復帰�

　　　　 7月 水泳実習を丸子多摩川で実施�

　　　　 11月 第60回体育祭を学内グラウンドで開催�

1952（27） 4月 日本体育大学校章を「體大」と改める�

1953（28） 4月 日本体育大学女子短期大学が開校�

　　　　 10月 体育館落成�

1954（29） 9月 第1回体育研究発表実演会を東京都�

  体育館で開催�

1955（30） 3月 『日本体育大学学友会誌』創刊�

1956（31） 7月 キャンプ実習を始める�

1958（33） 5月 アジア大会（東京）の運営補助役員と�

  して1,814名が協力、エキシビジョンに 

  出場�

1959（34） 10月 第14回国体（東京）のマスゲームに 

  1,200名出場�

�

1947（22） 体操男子：全日本学生選手権優勝（体専）�

1953（28） ハンド男子：日体大関係チーム、全日本総合 

 選手権優勝（Ｓ34まで７連覇）�

   体操女子：全日本総合選手権個人総合優 

 勝（田中敬子）�

1954（29） バレー女子：第１回全日本大学選手権優勝�

 体操男子：全日本学生選手権優勝�

1955（30） 体操男子：全日本選手権初優勝�

 体操女子：全日本選手権個人総合優勝�

 （田中敬子）�

 体操女子：全日本学生選手権優勝�

1956（31） 体操男子：全日本学生選手権優勝�

1957（32） バレー女子：全日本大学選手権優勝�

1958（33）   ソフトテニス：全日本学生選手権�

 女子ダブルス優勝（和田・畑中組）�

 バレー女子：全日本大学選手権連覇�

 体操女子：全日本学生選手権優勝�

  （個人総合：大草美智子）�

1959（34） バスケ女子：全日本学生選手権初優勝�

 バレー女子：全日本大学選手権3連覇�

 体操男女：全日本学生選手権優勝�

 （個人総合：鶴見修治、大草美智子）�

�

年表で見る60年の歩み （日体大のクラブ戦績は誌面の都合上、全日本大会を中心に抜粋掲載しました）�

新制大学としての新たな出発　

写真でみる日体大の戦後60年史�

【1945～1959】�

▲「第10回国体」開会式参加
（1955年、東京で開催）

▲「第2回体操祭東京大会」の　
参加記念プログラム ▲正門から見た日体大（1955年頃の深沢キャンパス）

▲「第2回体育研究発表実演会」
（1955年9月18日、田園コロシアムで開催）

▲「学友会誌」創刊号
（1955年3月3日発行）

▲「第2回朝日体操祭」での日体大生の演技
（1955年5月15日、明治神宮外苑競技場で開催）

蜻「体育研究発表実演会」の
初の地方開催（5日間）

（1955年10月22日、北海道旭川市体育館）

日体大の戦後は、1949年に専門学校から日本で最初の体育大学に昇格したことから始まった。
以後、体育教員の養成を使命に、本館・体育館を完成させながら53年には短大を設置、発展への基礎を築いていく。

また、日本が戦後初参加した体操世界選手権では竹本正男が金メダル第一号となった。

特集1
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国内外の社会の動き� 日体大の主な歩み� 日体大のクラブ戦績�年号（昭和）  年号（昭和）  年号（昭和）  

1970（45） 万博開催（大阪）／日航機｢よど号｣ハイジ 

 ャック事件／歩行者天国始まる�

1971（46） マクドナルド日本1号店開店／環境庁設置 

  ／ラジオの深夜放送人気�

1972（47） 札幌冬季五輪／沖縄返還／ミュンヘン五 

  輪／日中国交正常化�

1973（48） 日航機ハイジャック事件／石油危機、消 

  費者パニック／物価急上昇�

1974（49） 田中金権への批判強まる／長嶋茂雄（巨 

 人）現役を引退／超能力ブーム�

1975（50） ベトナム戦争終結／エリザベス英女王来日 

  ／沖縄海洋博開催／赤ヘルブーム�

1976（51） インスブルック冬季五輪／ロッキード事件／ 

 モントリオール五輪／戦後生まれ、総人口 

 の半数を超える�

1977（52） 日本赤軍による日航機ハイジャック事件／ 

  王選手本塁打756号達成�

1978（53） 成田空港開港／英国で試験管ベビー誕生 

 ／日中平和友好条約調印／米中国交正 

 常化／ディスコブーム�

1979（54） 東名日本坂トンネル事故／第1回東京女子 

 国際マラソン�

1971（46） 4月 専攻科開設／『日本体育大学紀要』 

  創刊�

　　　　 7月 深沢に1号館完成�

　　　　 8月 健志台グラウンド開き�

　　　　 11月 学生食堂開業�

1972（47）11月  創立八十周年記念式典を5号館で挙 

  行�

1973（48） 3月 清水正一、学長に選任�

 12月 「日本体育会・日本体育大学八十年史」 

  刊行�

1974（49） 7月 故米本卯吉理事長の日本体育会葬行 

  われる�

　　　　 9月 米本正、理事長に就任�

1975（50） 4月 社会体育学科開設／大学院体育学 

  研究科（修士課程）開設�

1977（52） 4月 健志台学生寮開設／健志台プール落 

  成式挙行�

　　　　 8月 倶知安校舎落成式挙行�

1978（53） 3月 健志台合宿寮落成式挙行�

1979（54） 3月 岡田俊彦、学長に選任�

　　　　 4月 健志台教学局開設（健志台での本格 

  的な授業開始）�

�

1970（45） 駅伝男子：箱根駅伝往復完全優勝�

 ラグビー部、富士鉄釜石破り全日本初王座�

 ハンド男女：全日本学生選手権アベック優勝 

 （２度目）�

1971（46） 陸上女子：全日本学生選手権連覇�

1972（47） 飛込女子：日本学生選手権飛板･高飛優勝�

1974（49） 水球男子：日本学生選手権初優勝�

 ハンド女子：全日本学生選手権５連覇�

1975（50） サッカー男子：全国大学選手権初優勝�

1976（51） 体操女子：全日本学生選手権優勝�

 レスリング：全日本学生王座優勝�

 ソフトテニス男女：全日本大学対抗アベック 

 優勝�

1977（52） ソフト男女：全日本大学選手権アベック優勝�

 体操女子：全日本選手権優勝�

1978（53） 競泳女子：日本学生選手権連覇�

 ラグビー男子：全国大学選手権優勝�

1979（54） カヌー男子：全日本学生選手権優勝�

 剣道女子：全日本学生選手権優勝（左座睦美）�

 スケート女子：日本学生選手権対校優勝�

 バスケ女子：全日本学生選手権優勝（11度目）�

 バド女子：全日本学生選手権優勝（8度目）�

 ハンド男子：全日本学生選手権優勝(8度目)�

�

年表で見る60年の歩み （日体大のクラブ戦績は誌面の都合上、全日本大会を中心に抜粋掲載しました）�

大学スポーツの覇者として躍進

写真でみる日体大の戦後60年史�

【1970～1979】�

東京五輪を機にスポーツ大学へ脱皮

写真でみる日体大の戦後60年史�

【1960～1969】�

▲米本卯吉理事長逝去を報じる『エッサッサ時報』（同窓会報）
（1974年）※創刊は73･12･10

▲ラグビー部
富士鉄釜石を破り、
初の全日本王座

（1970年1月15日
秩父宮ラグビー場）

▲金メダルに輝く塚原光男の鉄棒
（1976年モントリオール五輪）

▲健志台グラウンドの航空写真
（1971年8月、第2期建設工事完了の頃）

▲創立八十周年記念の学園祭開催
（1972年11月1～5日）

▲金メダルに輝く高田裕司の押さえ込み
（1976年モントリオール五輪、レスリングF.52kg級）

国内外の社会の動き� 日体大の主な歩み� 日体大のクラブ戦績�年号（昭和）  年号（昭和）  年号（昭和）  

1960（35） スコーバレー冬季五輪／チリ沖地震で津波 

 被害／安保闘争高揚／ローマ五輪�

1961（36） 世界初の有人宇宙船／所得倍増計画�

1962（37） 堀江謙一世界初単独太平洋横断成功／ 

  キューバ危機／東京でスモッグ続く�

1963（38） ケネディ大統領暗殺／力道山死去／教科 

  書無償配布開始／ボウリング人気�

1964（39） インスブルック冬季五輪／新潟大地震／ 

 東海道新幹線開業／東京五輪�

1965（40） 米、ベトナム戦争に直接介入／日韓条約調 

  印／中国で文化大革命始まる�

1966（41） 人口1億人突破／ビートルズ来日／3Cが 

  新三種の神器／初めての｢体育の日｣�

1967（42） 女子の雇用が1千万人超す／ミニスカート 

  大流行／ユニバーシアード東京大会�

1968（43） グルノーブル冬季五輪／大学紛争始まる 

 ／メキシコ五輪／三億円事件発生／日本 

 GNP世界第2位／霞ヶ関ビル完成�

1969（44） 東名高速道路全通／アポロ11号、人類初 

  の月面着陸／反体制フォーク流行�

1960（35） 4月 日体保育科を開設�

1962（37） 4月 健康学科開設�

　　　　　　　体育研究所が研究活動を開始�

1963（38） 4月 短大・保育科開設�

1964（39） 9月 5号館（第1体育館）完成／5･6号館､ 

  東京五輪バレーボール練習会場となる 

 10月 東京五輪大会運営に補助役員 

  1,800名が協力�

　　　　 11月 パラリンピック（東京）大会運営に補助 

  役員100名が協力�

1965（40） 4月 武道学科開設�

　　　　 6月 スポーツ・トレーニング研究所完成�

1966（41） 4月 新入生オリエンテーション・特別教育 

  活動を始める�

1967（42） 4月 スポーツテストを始める�

　　　　 8月 ユニバーシアード東京大会運営に 

  1,800名が協力、マスゲームに1,500名 

  参加�

　　　　 9月 第1回学園祭を開催（20日～24日）�

1961（36） 体操女子：全日本選手権初優勝�

1962（37） 体操女子：全日本選手権連覇�

1964（39） 体操男女：全日本学生選手権アベック初優勝�

 ソフトテニス女子：全日本大学対抗初優勝�

 バド女子：全日本学生選手権初優勝�

1965（40） ハンド女子：第１回全日本学生選手権優勝�

1966（41） ソフト男女：全日本大学選手権アベック初優 

 勝�

1967（42） ソフト男女：全日本大学選手権アベック連覇�

1968（43） ハンド男女：全日本学生選手権アベック初優 

 勝／ソフト男子：全日本大学選手権3連覇�

1969（44） 陸上部：箱根駅伝初優勝�

 飛込男子：日本選手権飛板･高飛優勝／女 

 子飛板優勝／バレー女子：全日本大学選手 

 権優勝（13連覇）／体操男女：アベック優勝 

 （全日本選手権初／全日本学生選手権４度 

 目）／バスケ男女：全日本学生選手権アベッ 

 ク初優勝／ソフト女子：全日本大学選手権優 

 勝（３度目）�

年表で見る60年の歩み （日体大のクラブ戦績は誌面の都合上、全日本大会を中心に抜粋掲載しました）�

▲千葉吟子の平均台上での跳躍（1964年東京五輪）

▲開会式で日体大生がマスゲーム
（1967年8月27日ユニバーシアード東京大会）

▲第1回日体学園祭のパンフレット
（1967年9月20～24日開催。統一テーマは、
「友情の礎石の上に体育の庭を創ろう」）

▲「トレーニングセンター」内部
（1965年完成）

▲銅メダルに輝く日本女子チーム
（1964年東京五輪、体操表彰式）

▲金メダルに輝く花原勉の押さえ込み
（1964年東京五輪、レスリングG.フライ級）

▲銀メダルに輝く鶴見修治の鞍馬
（1964年東京五輪）

▲第46回箱根駅伝、完全総合優勝（連覇）
（1970年1月1～2日）

東京五輪を境に大学スポーツの強化に本格的に乗り出した日体大では運動部が大きく躍進し、大学スポーツ界の強豪に躍り出た。
69年頃から各スポーツ種目で次々とインカレを制するようになり、

70年ユニバーシアード大会、74年アジア大会以来、出場選手数でもトップの座をほぼ守り続けている。

1964年の東京五輪は、日体大が体育大学からスポーツの総合大学へと脱皮を図っていく上で大きな転換点となった。
健康学科・体育研究所・武道学科を開設するとともに、運動施設の拡充と整備を図りながら、

トップアスリートの育成にも重点を置くようになる。

特集1 特集1



56 566

国内外の社会の動き� 日体大の主な歩み� 日体大のクラブ戦績�年号（平成）  年号（平成）  年号（平成）  

1995（07） 阪神淡路大地震／地下鉄サリン事件／ユ�

 ニバーシアード福岡大会／衆院「戦後50年 

 国会決議」�

1996（08） エイズ薬害問題／アトランタ五輪／携帯電 

 話急増�

1997（09） ダイアナ、パリで交通事故死／消費税5％ 

 に引き上げ�

1998（10） 長野冬季五輪／サッカーＷ杯日本初出場�

1999（11） 国旗･国歌法成立／東海村核燃料工場臨 

 界事故�

2000（12） 三宅島噴火、全島避難／シドニー五輪�

2001（13） 国内初の狂牛病／米同時多発テロ／米軍 

 アフガニスタン攻撃�

2002（14） ソルトレークシティ冬季五輪／サッカーW杯 

 日韓共同開催／釜山アジア大会�

2003（15） 北朝鮮NPT脱退／米軍、イラク侵攻。フセ 

 イン体制崩壊／健康増進法施行�

2004（16） アテネ五輪／ロシアで学校占拠、犠牲500 

 人以上／スマトラ沖地震�

2005（17） 愛知万博�

1996（08） 4月 大学の英文表記をNIPPON SPORT     

  SCIENCE UNIVERSITY�

  （略：N.S.S.U）に変更�

　　　　 7月 「FU21-21世紀創造型大学をめざし 

  て-」刊行�

1997（09） 9月 ＭＲＩ装置を6号館に設置�

1998（10） 4月 塔尾武夫、学長就任／大学院博士 

  （前期・後期）課程開設�

　　　　 10月 スポーツ局開設�

2001（13） 3月 大学院博士第一号誕生（４名）�

　　　　 4月 長谷川正明、学長就任�

2002（14） 1月 深沢校舎グラウンド、フィールドターフに 

  改修�

　　　　 2月 名誉博士称号授与式（第１号）モンゴ 

  ル国、サンジベグジーン・トゥムルオチル 

  国家大会議議長閣下�

2003（15） 2月 名誉博士称号授与式（第２号）慶煕大 

  学校、趙永植学園長�

2004（16） 4月 キャンパス構内全面禁煙実施�

　　　　 9月 健志台に体操競技館落成�

2005（17） 3月 健志台キャンパス、ブルートラックに改 

  修�

年表で見る60年の歩み （日体大のクラブ戦績は誌面の都合上、全日本大会を中心に抜粋掲載しました）�

1995（07） 水球男子：74年以来21年間無敗376連勝で 

 ストップ�

1997（09） トランポリン男女：全日本学生選手権アベック 

 で連覇�

2000（12） 少林寺男女：全日本学生選手権演武優勝3 

 連覇�

2001（13） 軟式野球男子：全日本大学選手権5連覇�

 ゴルフ男子：朝日杯全日本学生選手権連覇�

2002（14） トライアスロン女子：日本学生選手権優勝�

2003（15） 競泳女子：日本学生選手権学校対抗6連覇�

 ソフトテニス女子：全日本王座優勝（9度目）�

 ソフト男子：全日本大学選手権優勝（4年連 

 続26度目）�

 軟式野球女子：全日本大学選手権（8度目）�

 フェンシング女子：全日本学生選手権フルー 

 レ優勝（5度目）�

2004（16） アーチェリー女子：全日本学生王座優勝�

 チアリーダー：日本選手権優勝�

 ライフ男子：全日本LS室内選手権優勝（16 

 連覇）／サッカー女子：全日本大学選手権優 

 勝（5年連続11度目）�

�

新しい時代の新しい大学へ
～21世紀創造型大学をめざして～　

写真でみる日体大の戦後60年史�

【1995～2005】�

世界的トップアスリートの輩出

写真でみる日体大の戦後60年史�

【1980～1994】�

▲大学院にMRI装置導入（1997年9月）

▲大学院博士第一号誕生（4名）
（2001年3月）

▲「北島康介君世界新記録樹立を祝う会」開催（2003年10月10日） ▲「キャンパス内全面禁煙」の
実施告知ポスター
（2004年1月）

▲資料『Fu-21～21世紀創造型　
大学をめざして』

（1996年7月、学長諮問機関・近
未来構想協議会が刊行）

▲スポーツ局開設の案内パンフ
（1998年10月10日）

国内外の社会の動き� 日体大の主な歩み� 日体大のクラブ戦績�年号（　　）  昭和�
平成  年号（　　）  昭和�

平成  年号（　　）  昭和�
平成  

1980（55） レークプラシッド冬季五輪／モスクワ五輪開 

 催（日本不参加）／王貞治選手現役引退�

1981（56） 臨調発足／神戸で｢ポートピア｣開幕�

1982（57） 東北・上越新幹線開業�

1983（58） 東京ディズニーランド開園／｢おしん｣ブーム�

1984（59） サラエボ冬季五輪／ロサンゼルス五輪／グ 

 リコ･森永事件発生�

1985（60） つくば科学博開幕／日航ジャンボ機墜落／ 

 阪神優勝／ファミコンブーム�

1986（61） ｢男女雇用機会均等法｣施行／チェルノブ 

 イリ原発事故／三原山大噴火�

1987（62） 国鉄分割･民営化､ＪＲスタート�

1988（63） カルガリー冬季五輪／瀬戸大橋開通／ソ 

 ウル五輪�

1989（元） 昭和天皇崩御､平成と改元／消費税スター 

 ト／ベルリンの壁崩壊�

1990（02） イラク軍、クウェート侵攻／東西ドイツが統 

 一／バブル崩壊／センター試験開始�

1991（03） 湾岸戦争勃発／雲仙・普賢岳で火砕流／�

 ソ連崩壊�

1992（04） アルベールビル冬季五輪／バルセロナ五輪�

1993（05） 皇太子ご成婚／サッカーＪリーグ開幕�

1994（06） リレハンメル冬季五輪�

�

1980（55） 6月 健志台グラウンド「健志台誌碑」除幕 

  式挙行�

1981（56） 1月 ｢日本（にほん）｣体育大学から｢日本 

  （にっぽん）｣体育大学へ呼称変更�

1982（57） 4月 岩間英太郎、学長選任�

1984（59） 9月 深沢屋内プール及びトレーニングルー 

  ム落成式挙行�

1985（60） 9月 ｢体育･スポーツ国際会議｣開催（横浜）�

1987（62） 4月 深沢図書館(独立2階建)新規開館�

1989（元） 2月 稲垣安二、学長選任�

1990（02） 8月 健志台キャンパス百年記念館地鎮祭 

  挙行�

1991（03） 3月 深沢校舎11号館（学生部･学生ホー 

  ル）完成�

　　　 　10月 創立百周年記念式典挙行（於日本武 

  道館）�

1992（04） 2月 綿井永寿、学長選任�

　　　　 5月 学長諮問機関、近未来構想協議会設 

  置�

1993（05） 7月 自己点検･評価委員会を設置�

1994（06） 11月 ｢JOA（日本オリンピックアカデミー）セ 

  ッション｣を健志台で開催�

年表で見る60年の歩み （日体大のクラブ戦績は誌面の都合上、全日本大会を中心に抜粋掲載しました）�

1980（55） 野球：明治神宮大会初優勝､首都10年ぶ 

 り／ウエイト男子：全日本大学対抗優勝�

1981 （56） サッカー男子：全国大学選手権優勝（2度目）�

1982 （57） バド男女：全日本学生選手権アベック連覇�

1983 （58） スケート女子：日本学生選手権総合独占�

1984 （59） ソフト男子：全日本大学選手権3連覇�

1985 （60） アーチェリー男子：全日本学生個人選手権4 

 年連続優勝（山本博）�

1986 （61） レスリング：全日本学生王座団体優勝�

1987 （62） 相撲：全国学生選手権優勝�

 レスリング：全日本大学選手権団体3連覇�

1988 （63） 相撲：全日本選手権優勝（斉藤一雄）�

1989 （元） ソフト男子：全日本選手権優勝（3度目）�

1990 （02） ハンド男女：全日本学生選手権アベック優勝 

 （6度目）�

1991 （03） 飛込女子：日本学生選手権飛板・高飛優勝�

 フェンシング：全日本学生選手権（男サーブ 

 ル・女エペ）優勝�

1992 （04） サッカー女子：全日本大学選手権初代優勝�

 ハンド女子：全日本学生選手権優勝（15度目）�

1993 （05） バレー女子：全日本大学選手権優勝（27度目）�

1994 （06） 水球男子：日本学生選手権優勝（20度目）�

▲バルセロナ五輪出場者の垂幕（1992年開催、日体大の出場選手25名）

蜻「NITTAI FESTTIVAL」開催
（1990年11月1～3日）

▲「JOAセッション」のプログラム
（1994年11月3日健志台キャンパスで開催）

▲創立百周年記念式典挙行（1991年10月28日、於武道館）

▲ロサンゼルス五輪出場　
選手報告会

（1984年9月17日）
▲「体育・スポーツ国際会議」の会議シーン
（1985年9月1～3日、日体大主催、於横浜）

蜻深沢屋内プールの落成式
（1984年9月14日）

▲広報誌『NITTAIDAI』創刊
（2000年11月20日）

▲ヨーロッパ研修旅行
（1986年、ドイツ体育大学ケルンなど
各国の体育・スポーツ機関を訪問、
欧州のスポーツ事情や文化を研修）

▲シドニー五輪壮行会（2000年6月28日）

次世代を担う体育・スポーツの専門大学として“21世紀創造型大学”を目指し、
1996年「Fu21（フューチャー･ユニバーシティ21）」構想を発表。「大学院博士課程」「スポーツ局」の開設と、

21世紀のビジョンを着実に具体化している。

体育・スポーツのメッカを目指して建設された横浜・健志台キャンパスは、92年までに米本記念体育館や百年記念館等の諸施設が完成。
トップアスリートの育成策も実り、84年のロス（38名）以降、

ソウル、バルセロナ、アトランタまで毎回25名を超える選手が五輪に出場している。
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前
年
の

9
位
に
比
べ
れ
ば
躍
進
と
も
言
え

ま
す
が
、
ま
だ
上
が
い
る
と
い
う
こ

と
で
は
負
け
で
す
か
ら
、
も
ち
ろ

ん
満
足
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、

大
会
前
に
故
障
者
が
数
名
出
て
し

ま
っ
た
割
に
は
よ
く
走
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
も
思
い
ま
す
。
非
常

に
チ
ー
ム
全
体
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

て
き
た
な
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま

す
。
選
手
た
ち
は
2
位
と
い
う
結

果
に『
俺
た
ち
で
も
や
れ
る
』と
い

う
自
信
が
持
て
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
自
信
を
持
つ
と
い
う

こ
と
は
日
頃
の
練
習
へ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
高
め
ま
す
。
そ
の
自
信

を
今
シ
ー
ズ
ン
は
消
さ
な
い
よ
う

に
各
レ
ー
ス
で
結
果
を
出
し
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
箱
根
を

走
ら
れ
る
の
は
10
人
で
す
が
、
60

人
以
上
の
部
員
全
員
の
気
持
ち

を
ひ
と
つ
に
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

チ
ー
ム
の
意
思
統
一
が
図
ら
れ
て

い
な
い
と
、
実
際
に
レ
ー
ス
に
出
場

す
る
選
手
に
も
影
響
が
出
ま
す
。

そ
の
意
味
で
は
チ
ー
ム
を
影
で
支

え
て
く
れ
た
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ら
多

く
の
ス
タ
ッ
フ
に
は
感
謝
し
て
い
ま

す
。
箱
根
駅
伝
は
最
大
に
し
て
最

高
の
大
会
で
す
か
ら
、
や
は
り
今

シ
ー
ズ
ン
の
最
大
の
目
標
も
そ
こ

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
ま

ず
は
個
々
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

こ
と
が
大
前
提
に
な
り
ま
す
。
今

年
は
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
や
世
界
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
選
手
権
な
ど
大

き
な
大
会
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ

こ
に
一
人
で
も
多
く
の
部
員
を
送

り
込
み
た
い
で
す
ね
。
私
た
ち
が

好
成
績
を
挙
げ
る
こ
と
で
、
多
く

の
日
体
大
を
応
援
し
て
い
た
だ
く

方
に
勇
気
を
与
え
ら
れ
れ
ば
い
い

と
思
い
ま
す
ね
。
今
年
は
優
勝
を

意
識
で
す
か
?
い
や
、
6
年
前
に

就
任
し
た
時
か
ら
そ
れ
だ
け
を
意

識
し
て
い
ま
す（
笑
）」。
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箱根駅伝

第
81
回
箱
根
駅
伝
が
１
月
２
日（
日
）〜
３
日（
月
）開
催
さ
れ
、
20
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り

広
げ
、
駒
大
が
史
上
5
校
目
と
な
る
4
連
覇
を
達
成
し
た
。
我
が
日
体
大
は
、
10
区
で
山

田
紘
之
君（
体
育
学
科
4
年
）が
区
間
新
の
快
走
を
演
じ
、
89
年
以
来
16
年
ぶ
り
の
総
合
2

位
に
入
っ
た
。
な
お
、
輝
か
し
い
連
続
出
場
記
録
は
、
昭
和
24
年
の
第
25
回
大
会
か
ら
半
世

紀
を
超
え
る
こ
と
、
57
年
連
続
57
回
目
に
更
新
さ
れ
た
。

主
力
が
残
る
来
季
、
今
大
会
は
過
去
9
回
の
優
勝
を
誇
る
名
門
復
活
へ
の
手
応
え
を
つ
か

ん
だ
レ
ー
ス
と
い
え
る
。
別
府
健
至
駅
伝
監
督
に
2
位
躍
進
の
背
景
と
今
後
の
課
題
を
、
ま

た
、
箱
根
越
え
を
任
さ
れ
た
下
級
生
の
エ
ー
ス
格
北
村
君（
体
育
学
科
1
年
）に
は
初
出
場
の

感
想
と
今
後
の
抱
負
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

箱
根
は
思
い
出
し
た
く
な
い
。
た
だ
同
じ
失
敗
は
も
う
し
な
い
。

選
手
に
自
信
を
植
え
付
け
た
大
会
。
た
だ
2
位
で
満
足
し
て
は
い
け
な
い
。

区間　　　距離　　選手名　学年　　　出身校　　　記　　録　　区間順位　通過順位�

１区　 21.4km 鷲見　知彦・② 愛知・豊川工業 １゚03’06” 3 3�

２区　 23.2km 熊本　　剛・③ 兵庫・西脇工業　１゚09’16” 6 4�

３区　 21.5km 保科　光作・② 宮城・東北　　　１゚05’04” 6 3�

４区　 21.0km 稲垣　晃二・② 兵庫・西脇工業　１゚04’47” 11 4�

５区　 20.9km 北村　　聡・① 兵庫・西脇工業　１゚13’28” 4 5�

　　　　　往　路　成　績（108.0km）　5 3゚5’41”  5位�

６区　 20.8km 末吉　　敏・③ 鹿児島・鹿児島実業 １゚00’30” 8 5�

７区　 21.3km 後藤　宣広・④ 愛知・豊川工業　１゚04’40” 3 4�

８区　 21.5km 弘　　潤一・④ 山口・西京　 １゚06’23” 6 5�

９区　 23.2km 岩崎　喬也・③ 熊本・千原台　　 １゚11’04” 12 4�

◎１０区 23.1km 山田　紘之・④ 愛知・豊川工業 １゚09’05” 1 2�

　　　　　復　路　成　績（109.9km）　5 3゚1’42”　  3位�

　　　　　総　合　成　績（217.9km）　11 0゚7’23”  2位�

◆第81回東京箱根間往復大学駅伝競走・日体大総合成績◆�

◆総合成績◆�

①�
②�
③�
④�
⑤�
⑥�
⑦�
⑧�
⑨�
⑩�
�
⑪�
⑫�
⑬�
⑭�
⑮�
⑯�
⑰�
⑱�
⑲�
�
�

駒　　　大　11時間3分48秒�
日　体　大　11・07・23�
日　　　大　11・07・48�
中　　　大　11・07・49�
順　　　大　11・08・47�
東　海　大　11・10・32�
亜　　　大　11・11・40�
法　　　大　11・13・53�
中央学院大　11・14・35�
神 奈 川 大  11・14・49�
＝以上、シード権獲得＝�
早　　　大　11・15・11�
大　東　大　11・17・23�
東　洋　大　11・18・45�
山梨学院大　11・20・58�
城　西　大　11・22・49�
帝　京　大　11・25・03�
専　　　大　11・25・14�
明　　　大　11・28・23�
拓　　　大　11・35・08

◆箱根駅伝4連覇以上のチーム◆�
　大　学　　 　 期　間　 　 　連覇数��

　中　大　　1959～64年　　6連覇�

　日体大　　1969～73年　　5連覇�

　日　大　　1935～38年　　4連覇�

　順　大　　1986～89年　　4連覇�

　駒　大　　2002～05年　　4連覇�

＜オープン参加＞�
▽関東学連選抜 11・26・38

◎１０区　区間賞　区間新記録�

～駅伝の名門校復活への手応えをつかむ～

別府健至 監督

「
箱
根
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト（
け
い
れ

ん
）は
、
あ
ま
り
思
い
出
し
た
く
な

い
で
す
ね（
笑
）。
レ
ー
ス
で
あ
そ
こ

ま
で
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
の
瞬
間
か

ら
沿
道
の
人
の
姿
も
見
え
な
く
な

る
く
ら
い
で
し
た
。
レ
ー
ス
後
は
自

分
の
準
備
不
足
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。
た
だ
、
も
う
二
度
と
同
じ
こ

と
は
繰
り
返
さ
な
い
と
思
い
ま
す
。

あ
の
悔
し
い
経
験
を
今
後
の
陸
上

競
技
生
活
に
活
か
し
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
箱
根
は
や
は
り

普
通
の
駅
伝
と
は
違
う
な
と
感
じ

ま
し
た
。
沿
道
の
声
援
の
多
さ
も

含
め
て
独
特
の
雰
囲
気
で
し
た
。

レ
ー
ス
中
の
駈
け
引
き
も
ト
ラ
ッ
ク

レ
ー
ス
に
比
べ
る
と
断
然
難
し
い
で

す
ね
。

大
学
生
活
も
一
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
け
ど
、
高
校
時
代

と
比
べ
る
と
自
己
管
理
の
難
し
さ

を
強
く
感
じ
ま
す
。
周
囲
は
箱
根

の
リ
ベ
ン
ジ
の
こ
と
を
話
題
に
さ
れ

ま
す
け
ど
、
そ
れ
だ
け
を
考
え
る

の
じ
ゃ
な
く
個
人
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
意
識
し
て
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
ト
ラ

ッ
ク
レ
ー
ス
を
中
心
に
自
分
を
鍛

え
直
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
一
年
間
の
集
大
成
と
し
て

箱
根
の
存
在
を
忘
れ
る
こ
と
は
な

い
で
す
が
。

将
来
は
世
界
で
通
用
す
る
、
勝

て
る
ラ
ン
ナ
ー
に
な
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
８
年
の
北

京
、
そ
し
て
２
０
１
０
年
、
・
２
０
１

６
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
意
識
し

て
、
自
分
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
世
界
で
通
用
す

る
に
は
ス
ピ
ー
ド
勝
負
で
負
け
な
い

こ
と
が
大
事
で
す
か
ら
、
ま
ず
は

ト
ラ
ッ
ク
レ
ー
ス
に
強
い
ラ
ン
ナ
ー
を

目
指
し
ま
す
」。

北村　聡
体育学科2年

（兵庫県県立西脇工業高等学校出身）

1区／鷲見（右から3人目）

3区／保科

4区／稲垣

5区／北村

6区／末吉

7区／後藤
8区／弘

9区／岩崎

特集2

１０区／山田

日体大、16年ぶりの
準優勝に輝く!!
日体大、16年ぶりの
準優勝に輝く!!

2区／熊本
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芳村 さゆり
（体育学科４年）

ここ数年は競技スポーツとしても国内外で注目を集め、急速に競技人口を増や
し続ける チアリーディング。常に笑顔を絶やさぬ華やかな演技は見る者に元気
を与える。昨年、9年ぶりにJAPAN CUPで日本一に輝いたチアリーディング部
“ＶＯＲＴＥＸ”主将 の芳村さんに、チアリーディングの魅力を語ってもらった。

―チアリーディングを始めた時期ときっかけを教えてください。
芳村●高校生の時からです。文化祭での先輩たちの演技を見てかっこいいなと思
ったことで、始めたばかりの頃は演技中の笑顔もひきつっていましたね。チーム全
員で演技を作り上げていくところに感動があります。あの感動を多くの後輩が味わ
ってくれていると思っています。

―進学先に日体大を選んだ理由は?
芳村●高校時代の先生が日体大出身で、勧められたことが大きかったです。それ
と実際に学校見学に来てその雰囲気の良さに惹かれました。今は授業で多くの体
育実技を学べることがとても刺激になります。また他の部活の人たちと色々な意見
を交わすことも自分にとってとても有意義な時間です。だから、ついつい部活がオ
フの日も学校に来てしまいます。学校が好きなんです（笑）。

―主将に任命されて心境の変化はありましたか。
芳村●今年の箱根駅伝の後に先輩方から指名を受けたのですが、その時はビック
リしました。とにかく自分の生活面からしっかりしなくてはいけないなと思うようにな
りました。それと下級生の一人ひとりをケアする立場ですから、これまで以上に、
練習中に部員たちの様子を見るようになりました。

―チアリーダー部に入って特に良かったと思うことを教えてください。
芳村●実演会などで地方で演技を出来たことは貴重な経験ですね。日本だけでな
く、昨年は招待されて香港遠征も経験しました。色々なところで日体大の素晴らし
さをアピールする機会を与えていただいています。
―毎日の練習が辛くなるときもあるかと思いますが。
芳村●そうですね…。正直に言えば一年生の頃は練習が厳しくてそう感じたことも
ありましたが、同学年の部員たちと励まし合ったりすることで乗り切れました。今は
「続けて良かった」と心から思います。

―チアリーディングの難しさはどのあたりにありますか?
芳村●当たり前なんですが全員の演技のタイミングをそろえることですね。タイミン
グは演技者それぞれの気持ちと連動していて、少しでも気持ちにずれがあるとすべ
てがバラバラになってしまいます。（演技時間の）2分30秒はあっという間に過ぎてし
まうので、一度崩れたリズムを取り戻すことは簡単ではないですね。

―練習内容で工夫していることはありますか?
芳村●4年生全員で練習後のミーティングで翌日のメニューを決めています。練習
内容がマンネリになって、雰囲気が落ちこまないように常に新鮮なメニューを取り入
れて部員たちのモチベーションを高めています。実際に演技する時の曲、構成もす
べて自分たちで考えていますので、とてもやりがいを感じます。

―今年のチアリーダー部の目標を教えてください。
芳村●昨年はＪＡＰＡＮＣＵＰで優勝しましたが、今年はどの大会で何位を目指そうと
いう目標は特に置いていません。常に日体大チアリーディング部として高いレベル
の演技を追求していこうと部員たちには伝えています。学内の中心的な部活となっ
て日体大全体を元気にリードするようなチームにしていきたいですね。そうすれば自
然とチーム全体のレベルも高くなると思います。

―最後に将来の目標を教えてください。
芳村●教員を目指しています。チアリーダー部の今と一緒なんですが、厳しさと優し
さをしっかりもった教員になりたいですね。チアリーディング自体は社会人クラブに
入って続けようかどうか、悩んでいるところですね。まだ先の話ですけどね（笑）。

（2005.2.25 東京・世田谷キャンパスにて）

本紙表紙を飾る

PROFILE●こざい・かずてる●

1986年生まれ
熊本県熊本学園大学付属高校出身。
高3時に全日本ジュニアシングルスで優勝。
大学入学後の主な成績は全日本学生選手権シングルス5位、
団体戦優勝。
今年の箱根駅伝5区を走った陸上競技部北村聡君とは同じク
ラスで親友。

古財 和輝
（体育学科２年）

「目標は昨日よりも上手くなること」日々の積み重ねが世界への道を近づける

世界トップレベルの選手のスマッシュは時速300kmを超えるといわれるバ
ドミントン。高さ約1.5mのネットをはさんでの攻防では技術はもちろん、相
手との心理戦に打ち克つ強い精神力が求められる。世界のトップを目指し、
連日ハードな練習を続ける古財君に競技の魅力を聞いた。

―入学して1年が経過しましたが、ここまでの大学生活はいかがでしたか?

古財●日体大進学は高校の時から考えていました。初めての寮生活などで
最初は慣れない部分もあり、バドミントンに集中できない時期もありました。
ただ、今はもう大学のレベルにも慣れましたし競技に集中できています。環
境も含めて自分の選択が正解だったなと思っています。授業では「心理学」
などは競技の上でも参考になっていますね。

―バドミントンを始めたきっかけを教えてください。

古財●地元の熊本ではバドミントンが非常に盛んで、姉の影響もあり、気が
付いたら始めていたという感じでしょうか。初めてラケットを握ったのは小学
校3年生の時ですね。それ以来、バドミントン一筋です（笑）。

―競技を辞めようと思ったことはありませんか?

古財●ありません。常に強い相手が周りにいたこともあって、自分よりも上
がいるうちは辞められないと思っているうちに、ここまで来ました。だからこの
先もよほどのことがない限り辞めようとは思わないはずです。

―高3の時には全日本ジュニアシングルスで優勝、日本一になりましたね。

古財●周囲からは「日本一」とよく言われますが、まだまだ海外の選手との対
戦など強い刺激がありますから、実感というよりは先の目標が見えてきたな
という感じですね。次の目標はインカレの優勝です。

―海外遠征も積極的に行くそうですね。

古財●そうですね。基本的には一人で武者修行的に韓国など海外の大学
へ練習に行きます。旅の手配などからすべて自分で行います。知らない場所
で言葉も分からない不安もありますが、精神面を鍛えるという意味では最高
の経験となっています。

―戸惑うことはないですか?

古財●いや、競技のルールは同じですから。言葉が分からなくてもジェスチ
ャーとかで何とか理解できますからね。ただ、高校の時などに比べると確実
に気持ちがタフになっていると思いますね。試合のときのプレッシャーはほと
んど感じなくなりました。厳しい練習をクリアできているという自信が試合中
での落ち着きに繋がっていると思います。

―19歳とは思えない経験をしていますね。

古財●もちろん競技を続けている以上は日本レベルで終わりたくないと思っ
ています。ただ、「世界を目指します」とは簡単に言えるかもしれないけど、
日々の練習がおろそかになれば無理な話ですからね。そのためにも色々な
厳しい経験はしておかなくてはと思います。

―「世界」といえばオリンピックになると思いますが。

古財●そうですね。世界最高の大会ですからね。でもそこに到達するには
毎日の積み重ねが基本ですから。毎日悩んで、それを解決しての繰り返しだ
と思っています。強さは簡単に身に付くものではないですから。常にモットー
は「昨日よりも上手くなる」ですね。

（2005.03.11横浜・健志台キャンパスにて）

［バドミントン部］［チアリーダー部］

どこにも負けない一体感“ＶＯＲＴＥＸ（旋風）”が日体を元気にする!

PROFILE●よしむら・さゆり●

1983年生まれ
神奈川県立外語短期大学付属高校出身。
昨年のＪＡＰＡＮ ＣＵＰチアリーディング日本選手権大会優勝メン
バー、部員32名（16年度末）を優しく、時には厳しくリードしてい
る。現在の楽しみは5月に行う予定の、母校での教育実習。
チーム名のＶＯＲＴＥＸとは旋風の意味。

ATHLETE ATHLETE
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健康志向の高い中高年を中心に需要の拡大が見込まれる“フィ

ットネス産業”。それぞれの企業にそれぞれの特徴があり、様々

なプログラムやサービスを提供し、施設やネットワークの充実に努

めている。

「ティップネスは1986年創立で、現在、全国34店舗で展開して

います。サントリー系の企業のため、自由な社風で“やってみなは

れ”・“やらせてみなはれ”という伝統とマネジメント重視の方針が受

け継がれています。中期計画では、店舗を拡大し2010年には業

界第2位になる目標を掲げています」。

在学中は、自宅のある千葉県の柏から約2時間の通学時間を苦

にもせず、授業終了後、夜6時から10時過ぎまで『ティップネス渋谷

店』でアルバイトをしていたという。「2年生の夏から、この業界を目

指すなら学生時代からアルバイトをして、現場の様子を理解してお

いた方が良いとのアドバイスを先輩から受け、渋谷店でエクササイ

ズスタッフとして働きました」。

4年次の就職活動では営業職などを志望し、数社の内定も受け

たが、これからは正社員としてマネジメントを本格的に行っていきた

いとの願望が強く、ティップネスに入社。船橋店、国領店で現場に

おけるマネジメントを学び、人事グループへ。主な仕事は新卒採用

という重要なポジションで活躍している。「社員は360名ほどで、本

年度は30名募集しました。ところがそこへ7,000名もの応募者が殺

到しました」。なんと競争率は200倍以上の狭き門。松本さんは具

体的にどのように対応したのだろう。

「採用活動は、教育だと思っています。就職セミナーで種をま

いて、育ってきたものを一次選考で摘み取って、次に“この肥料

もあるよ”ときっかけを作る。そこで先輩に話を聞いたり調べたり

してレベルアップしてきた学生を二次選考で摘み取る。選ぼうとい

うよりは、一次選考、二次選考で成長したかな、三次選考までに

どんな風に変わったかな、と待っています。つまりは、志望者が自

分で考えて行動することに期待しています」。

就職活動をすると、志望者が「待っている」受身のスタンスにな

りがちだが、それではその他大勢に埋もれてしまう。言われたこ

とに対して、その裏には「何があるのか？」を自分で考えてアクショ

ンを起こすことが求められている。

「日体大生というと“まじめで純粋なイメージ”。これは人事スタ

ッフの誰もが抱いているもので、就職には非常に有利です。これ

に何をプラスしていくかが鍵を握ります。後輩が入ってくると、それ

は何より嬉しいものです。がんばってください！」。

この関門を潜り抜け採用された先輩が、今年もひとりティップネ

スに入社したそうだ。こうした先輩達に『何をプラスしたか』を聞い

てみるのも、難関突破の大きなヒントになるだろう。

（3月11日、株式会社ティップネス本社にて取材）

日
体
大
生
と
い
う
と
”
ま
じ
め
で
純
粋
な
イ
メ
ー
ジ
“。
こ
れ
に
何
か
を
プ
ラ
ス
し
て
い
け
ば
、
将
来
の
道
は
必
ず
拓
け
る
。

松本 佳世さん
株式会社ティップネス
人事グループ
〔1999年3月健康学科卒業〕

山道 良生さん
株式会社マクローズ代表取締役
［1992年3月健康学科卒業］

P R O F I L E ●まつもと・かよ●
1977年千葉県生まれ
中学・高校時代にはソフトテニス部に所属（全日本ジュニア2位入賞、県大会優勝）。
在学中に保健体育と養護の教員免許状を取得。サークル活動では生涯スポーツ
「タッチラグビー」に創設時より所属。もともとは教員志望で、生徒たちにクラブ活
動を通じて心のケアなども指導していきたいとの願望があったが、社会人として経
験を積んでからでも遅くはないと判断。入社5年目で2店舗での実践的なマネジメン
トを習得した後に、現在人事グループ所属の採用能力開発チームのスタッフとして
活躍している。

人
体
標
本
を
通
し
て
「
人
間
と
は
」「
身
体
と
は
」「
健
康
と
は
」
を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

日体大生が生理学や解剖学の授業で人体の模型やイラストを

見ることがあっても、多くの人は生の人体標本を見る機会はま

ずないだろう。解剖学という専門分野でしか知り得なかったこ

の人体解剖標本を、東京国際フォーラムで開催されていた（04年

9月1日～05年2月28日）『人体の不思議展』で見る機会を得た。最

初は余りのリアルさに緊張するが、人体の骨格からはじまって頭

蓋骨、関節、筋、臓器など、180点近い標本を見ているうちに、

自分自身の身体はこういう風になっているのか！と人体の構造と

巧妙な仕組みに感動に近い感覚さえ覚えてくる。

「従来のフォルマリン漬けの標本では不可能だった展示を可能

にしたのは、“プラストミック”という新技術」だと、この展示会を

企画・運営されている山道良生さんが教えてくれた。この技術に

より、「匂いがなく、弾力性に富んで、直に触れて観察でき、常

温でも半永久的に保存できるようになった」。とは言え、日本で

の献体標本はあくまで研究目的のため、「今回の標本は、全て中

国で献体登録された人」だという。そうした献体に対する日本人

の感覚や文化の違いから、96年にドイツの標本で初めて展示し

た当時は、「来場してくれるか未知数」だったらしい。しかし、

身体への健康意識が高まる中、人体標本への拒否感はなく、む

しろ好評を博し、「03～04年の東京展では75万人もの人が来場」

している。そして、意外にも学生よりも社会人、特に若い女性

の来場が多いとのこと。「女性の方が命や健康・美容への関心が

強いからでしょうね」。

山道さんは、大学時代からこうしたイベントの企画・運営に興

味があったのだろうか？「ラグビー選手として大学で自分の力量

が通用するか見定める道もありましたが、逆に選手をケアし、

支える側をやりたいと思い、将来、海外でのトレーナー資格の

取得を目指し健康学科に入学したのです」。しかし、「20歳から

始めたアルバイト先で店を任せられ、仕事の面白さにのめり込

んでいくうちに、道がそれて行きました」。とは言え、「日体大で

運動生理学などを学んだからこそ、違和感なくこの仕事に入れ

た」とも語る。

山道さんの大きな目標は、「人々が自分の身体にもっと興味を

持てるような機会をつくること」。そんな遠大な夢に向かって邁

進している山道さんは、「介護・余暇スポーツなど、今まで考え

られなかった分野に日体大生も進出しています。だから、日体

大で学んだことを生かす道は、スポーツクラブやアスリートだけ

でなく、もっと広いと認識してください。自分で考えている以上

にもっと多くの業種があります。私も固定観念に囚われていたら、

こうした仕事はできなかったと思います」と、将来を考える際、

広い視野に立って見ることの大切さを勧めてくれた。

（2月24日、東京国際フォーラムにて取材）

P R O F I L E ●やまみち・りょうせい●
1970年東京都生まれ。
小学校からラグビーを始め、柏日体高等学校でもラグビー部。88年4月健康学科入学。
92年3月同学科卒業後、他社で勤め、95年（株）マクローズ［前（株）マリブインターナシ
ョナル］に入社。04年6月、同社代表取締役に就任、現在に至る。98年イタリア「ポ
ンペイ展」を東京・大阪で企画・開催。02年から「人体の不思議展」の総合企画・運営
として、年間約4会場を廻る現在の形態の展示を始める。05年は、東京の次は4月か
ら京都、夏には新潟と開催が決定しており、金沢でも予定されている。

http://www.jintai.co.jp/



研
究
科
長
よ
り

本
年
度
の
抱
負

大
学
院
研
究
科
長
　
中
嶋
　
寛
之
　
教
授

本
大
学
院
の
博
士
後
期
課
程（
博
士
）

か
ら
は
、
今
春
9
人
の
課
程
博
士
と
1
人

の
論
文
博
士
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
と

り
わ
け
、
国
際
的
な
雑
誌
へ
の
掲
載
や
学

会
誌
に
お
け
る
受
賞
な
ど
対
外
的
に
も

高
い
評
価
の
得
ら
れ
た
研
究
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
学
院
と
し
て
の

完
成
度
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
物
語
る
と
い

え
ま
す
。

本
年
度
は
、
す
で
に
中
間
発
表
を
済
ま

せ
た
も
の
が
8
人
、
ま
た
研
究
生
の
う
ち

研
究
が
修
了
し
論
文
の
作
成
に
か
か
っ
て

い
る
も
の
が
9
人
お
り
ま
す
。
来
春
に
は

ま
た
素
晴
ら
し
い

研
究
成
果
を
携

え
た
優
秀
な
博

士
の
誕
生
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
博
士
前
期

課
程
に
は
、
38
名

と
例
年
以
上
に
多

く
の
合
格
者
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
と
く

に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
科
学
系
が
半
数
以
上
の

20
人
を
占
め
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
す
。

こ
の
背
景
に
は
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
お
け
る
好
成
績
な
ど
を
追
い
風
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
の
競
技
力
向
上
に

果
た
す
役
割
が
、
広
く
認
め
ら
れ
つ
つ
あ

る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ま
す
。
さ
ら
に
後
期

課
程
へ
と
多
く
の
院
生
が
進
み
、
着
実
な

成
果
に
基
づ
い
た
研
究
体
制
の
柱
が
確
立

さ
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

（
脚
注：

２
０
０
５
年
度
大
学
院
研
究
科
長
は
伊
藤
孝
教

授
が
就
任
予
定
で
す
）

2
0
0
4
年
度

学
位
取
得
者
一
覧
と

修
了
式

本
学
大
学
院
は
博
士
前
期
課
程
と
博

士
後
期
課
程
を
配
し
て
お
り
、
本
年
度
は

34
人
の
体
育
学
修
士
お
よ
び
9
人
の
体
育

博
士
の
方
が
当
該
課
程
に
て
学
位
を
取
得

さ
れ
ま
し
た
。
以
下
に
論
文
の
題
目
と
取

得
者
の
一
覧
を
示
し
ま
す
。

修
了
式
は
２
０
０
５
年
3
月
10
日
世

田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
学
博
士
後
期
課
程
の
特
徴
と
し
て
、
初

代
大
学
院
研
究
科
長
で
あ
る
中
野
昭
一

名
誉
教
授
の
発
案
に
よ
り
特
に
優
秀
な
博

士
学
位
論
文
に
対
し
て
表
彰
を
行
う（
中

野
昭
一
学
術
奨
励
賞
）制
度
を
設
け
て
お

り
ま
す
。
本
年
度
は
伊
藤
博
一
さ
ん（
学

位
論
文
題
目：

野
球
の
投
能
力
向
上
と
上

肢
投
球
障
害
の
予
防
に
関
す
る
研
究
）と

宋
洪
善
さ
ん
（
学
位
論
文
題
目：

O
ccu
rren

ce
an
d
R
ecov

ery
of

M
u
scle

S
train

In
ju
ry

）が
学
術
奨
励

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
修

了
式
時
に
学
位
記
授
与
と
あ
わ
せ
て
中
野

名
誉
教
授
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

1314

1
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誌
に
大
学
院
紹
介
が
始
ま

り
ま
し
て
今
回
で
４
回
目

を
数
え
ま
す
。
今
回
は
研

究
科
長
よ
り
2
0
0
5
年

度
の
抱
負
、
2
0
0
4
年

度
学
位
取
得
者
の
一
覧
と

修
了
式
の
様
子
、
最
後
に

シ
リ
ー
ズ
と
し
て
連
載
し

て
お
り
ま
す
「
研
究
施
設

か
ら
み
た
大
学
院
に
お
け

る
研
究
活
動
」
の
4
回
目

と
し
て
呼
気
ガ
ス
分
析
器

の
紹
介
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
ご
紹
介
を
通
じ
て

大
学
院
の
様
子
を
垣
間
見

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

◆日本体育大学大学院の紹介ー04

04

大学院の紹介

以
下
に
修
了
者
の
大
学
院
で
の
研
究
活
動

の
感
想
を
示
し
ま
す
。

瀧
元
　
誠
樹
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
文
化
・
社
会
科
学
系
）

稽
古
と
研
究
は
似
て
い
る
と
思
い
ま
せ

ん
か
。
ま
さ
に
、
文
武
両
道
で
す
。
一
つ

の
こ
と
を
身
に
つ
け
る
に
は
ま
ず
基
礎
作

り
か
ら
。
よ
り
精
度
を
高
め
て
い
く
た
め

に
行
為
や
思
考
の
細
分
化
が
必
要
で
す
。

差
異
の
あ
る
反
復
も
。
と
き
に
は
大
き
な

壁
が
行
方
を
阻
む
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
こ

そ
、
質
が
高
く
て
充
分
な
量
を
こ
な
し
て

い
っ
た
か
ど
う
か
、
自
ら
の
歩
み
の
真
価

が
問
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
修
了
後
こ
そ

が
修
行
の
始
ま
り
。
こ
こ
で
出
逢
っ
た
す

ば
ら
し
い
師
と
仲
間
を
力
に
し
て
次
の
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

古
木
　
宏
子
さ
ん

（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
科
学
系
）

「
日
体
大
大
学
院
の
課
程
を
終
え
て
…
」

5
年
間
の
月
日
を
費
や
し
た
日
体
大
の

大
学
院
生
活
が
修
了
し
た
。
私
は
、
20

年
前
に
日
体
大
の
学
部
を
卒
業
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
老
け
た
大
学
院
生
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

大
学
院
に
入
学
し
た
動
機
は「
最
近
の

ス
ポ
ー
ツ
科
学
は
、
私
が
日
体
生
だ
っ
た

頃
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
進
歩

し
て
い
る
」と
痛
感
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
大
学
院
は
、
勉
強
や
研
究
を
す

る
環
境
が
整
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
自

分
か
ら
書
物
を
開
い
た
り
、
実
験
機
材
に

触
れ
た
り
し
な
け
れ
ば
、
誰
も
何
も
教
え

て
は
く
れ
な
い
と
考
え
た
方
が
よ
い
。

人
生
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
人
か
ら

与
え
て
も
ら
う
こ
と
ば
か
り
を
考
え
ず
、

自
分
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
社
会
に
何
が

で
き
る
か
を
し
っ
か
り
持
っ
て
入
学
す
べ
き

で
あ
る
と
思
う
。
自
分
の
わ
ず
か
な
経
験

で
は
あ
る
が
、
大
学
院
の
研
究
生
活
は
、

早
期
に
目
標
を
定
め
、
集
中
に
努
め
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
と
て
も
充
実
し
た
も
の

に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

伊
藤
　
博
一
さ
ん

（
健
康
科
学
・
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
系
）

指
導
教
員
で
あ
る
中
嶋
寛
之
教
授
は

「
喫
煙
者
」
を
ひ
ど
く
嫌
い
ま
す
。
自
分
の

健
康
管
理
も
で
き
な
い
よ
う
な
研
究
者
や

指
導
者
の
言
葉
に
は
説
得
力
が
な
い
か
ら

で
す
。
学
会
発
表
の
仕
方
や
論
文
の
書
き

方
な
ど
は
大
学
院
生
で
あ
れ
ば
誰
も
が
学

ぶ
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
一
流
の
研
究
者

や
指
導
者
に
な
る
た
め
に
は
そ
れ
だ
け
で

は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
叩
き
込
ま
れ
た

前
期
課
程
２
年
と
後
期
課
程
３
年
の
計
５

年
間
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
今

後
も
、
自
ら
の
健
康
を
管
理
し
、
地
道
に

研
究
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

研
究
施
設
か
ら
み
た

大
学
院
に
お
け
る
研

究
活
動

そ
の
④

呼
気
ガ
ス
分
析
器

大
学
院
で
は
日
々
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に

関
わ
る
研
究
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
本
学
大
学
院
で
の
研

究
活
動
に
て
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
機
器
・

設
備
を
通
し
て
本
学
に
て
展
開
さ
れ
る
研

究
活
動
を
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
第
四
回
目
は
呼
気
ガ
ス
分
析
器
K

4
b
で
す
。

呼
吸
代
謝
分
析
装
置
K
4
b
2

人
間
は
、
酸
素
を
利
用
し
て
様
々
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
も
と
に
な
る
物
質
を
分
解
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
身
体
活
動
に
必
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

逆
に
ど
の
く
ら
い
酸
素
を
使
っ
た
か（
酸
素

摂
取
量
）を
測
る
と
、
ど
の
く
ら
い
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
使
わ
れ
た
の
か
が
推
定
で
き
ま

す
。
疲
労
困
憊
に
至
る
ま
で
全
身
運
動
を

行
わ
せ
た
と
き
に
得
ら
れ
る
最
大
の
酸
素

摂
取
量
を
最
大
酸
素
摂
取
量
と
呼
び
ま

す
が
、
こ
れ
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

そ
の
人
が
有
酸
素
的
に
作
り
出
す
こ
と
の

で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
推
定
で
き
、
最

大
酸
素
摂
取
量
が
多
い
ほ
ど
、
有
酸
素
的

な
能
力（
全
身
持
久
力
）が
優
れ
て
い
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
運

動
を
行
っ
て
い
て
も
人
に
よ
っ
て
酸
素
摂
取

量
が
異
な
り
ま
す
。
よ
り
少
な
い
酸
素
摂

取
量
で
運
動
が
行
え
る
人
ほ
ど
、
効
率
が

良
い
運
動
を
行
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
酸
素
摂
取
量
は
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
考
え
る
際
に
は
非
常
に
重
要
な
要
因

と
な
り
ま
す
。

酸
素
摂
取
量
を
測
定
す
る
装
置
に
は

様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
大
学
院
で

は
携
帯
型
呼
吸
代
謝
分
析
装
置
K
4
b

2
を
主
に
用
い
て
い
ま
す
。
こ
の
装
置
は

世
界
中
の
ス
ポ
ー
ツ
医
・
科
学
現
場
で
用

い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
名
称
に
あ
る
よ

う
に
”携
帯
型
“
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な

魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
の
多
く
の
装
置

は
実
験
室
内
据
え
置
き
タ
イ
プ
で
す
が
、

K
4
b
2
は
分
析
器
、
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
全

て
を
被
測
定
者
に
固
定
し
携
帯
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ

種
目
を
実
施
し
て
い
る
と
き
の
酸
素
摂
取

量
を
直
接
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
測
定
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
無
線

で
パ
ソ
コ
ン
に
転
送
さ
れ
る
の
で
、
そ
の

時
々
の
酸
素
摂
取
量
や
心
拍
数
な
ど
が
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
ま
す
。
大
学
院
で
は
こ

の
”
携
帯
型
“
の
特
徴
を
活
か
し
て
現
場

に
即
し
た
研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

本
年
度
は
9
人
の
課
程
博
士
と
1
人

の
論
文
博
士
を
本
大
学
院
か
ら
輩
出
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
高
度
な
専
門

的
知
識
と
技
能
を
身
に
付
け
た
本
学
の

修
了
生
が
国
内
外
を
問
わ
ず
活
躍
す
る

こ
と
を
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
本

大
学
院
に
て
研
究
活
動
を
行
っ
て
み
た

い
方
は
心
よ
り
歓
迎
い
た
し
ま
す
の
で

本
学
入
試
広
報
室
（
電
話：

０
３-

５
７

０
６-

０
９
１
０
）
ま
で
遠
慮
な
く
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
文
責：

大
学
院
研
究
科
長
室
）
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シ
リ
ー
ズ

�

野口　大輔 スポーツ文化・社会科学系�

紅林　　仁 スポーツ文化・社会科学系�

木暮賢一郎 スポーツ文化・社会科学系�

佐野　昌行 スポーツ文化・社会科学系�

多田　貴将 スポーツ文化・社会科学系�

谷釜　尋徳 スポーツ文化・社会科学系�

中川　　俊 スポーツ文化・社会科学系�

中道　博司 スポーツ文化・社会科学系�

長谷部　浩 スポーツ文化・社会科学系�

矢野　裕介 スポーツ文化・社会科学系�

橋本　有紀 トレーニング科学系�

井口　晴雄 トレーニング科学系�

尹　　　峻 トレーニング科学系�

勝崎　耕世 トレーニング科学系�

小林　史明 トレーニング科学系�

下嶽進一郎 トレーニング科学系�

竹内　　敦 トレーニング科学系�

対馬　　豊 トレーニング科学系�

筒井　健裕 トレーニング科学系�

中田　大輔 トレーニング科学系�

宮地弘太郎 トレーニング科学系�

渡辺　智綱 トレーニング科学系�

和田　武真 トレーニング科学系�

谷口　　幸 トレーニング科学系�

福島　海ヱ トレーニング科学系�

泉田　晃秀 健康科学・スポーツ医科学系�

岡田　　隆 健康科学・スポーツ医科学系�

慶伊　孝亮 健康科学・スポーツ医科学系�

酒井　秀彰 健康科学・スポーツ医科学系�

永田　和史 健康科学・スポーツ医科学系�

日浦　雅則 健康科学・スポーツ医科学系�

清水　美樹 健康科学・スポーツ医科学系�

水谷　幸恵 健康科学・スポーツ医科学系�

山田　直子 健康科学・スポーツ医科学系�

日本におけるライフセービングの史的研究　�
－豪日交換プログラム（1983年～1988年）の活動に着目して－�
�

戦後日本の学校体育史におけるレクリエーション教育の地位　�
－高度経済成長期の学校における野外活動論に着目して－��
日本におけるフットサルの現状に関する一考察　�
－プロ化への可能性を中心に－��
テニスイベントのマネジメントに関する研究　�
－ＡＩＧ　ＯＰＥＮの社会的位置づけの分析から－��
ハワイの海洋文化に関する研究　�
－ウォーターマン・スピリットとホクレア号の活動を中心に－��
近世後期における江戸町人の旅に関する史的考察　�
－近世日本における江戸庶民の娯楽史に関する研究の一環として－�
�
公共スポーツ施設における指定管理者制度に関する研究�
�
１９世紀の英国におけるスポーツ概念の変容に関する史的考察�
－スポーツとしてのハンティングに着目して－�
�
スポーツのメディア・リテラシーに関する研究�
�
剣術の近代化に関する史的研究　�
－「足さばき」の形成過程に着目して－�
�
更年期症状軽減のためのリラクセーションプログラムの試み�
�
テニス技術の気づきに関する研究　�
－初級者に着目して－�
�
卓球における多様性練習の効果に関する研究�
�
ピッチング動作の運動連鎖　�
－プロ・アマチュア・高校生投手の比較－��
棒高跳のバイオメカニクス的分析　�
～日本エリート選手の踏切技術について～��
３次元分析による棒高跳競技の技術に関する研究　�
～上昇局面の身体動作を対象として～��
高校生バスケットボール選手に下肢血流制限バンドを用いたトレーニングが�
成長期の脚筋力におよぼす影響について��
認知的方略が身体感覚、感情、自己効力感に与える影響について　�
～レジスタンス・トレーニングの場合～�
�
血流制限下における上肢多関節運動中の筋活動について�
�
トランポリン競技での基礎宙返りにおける高さのある跳躍の研究　�
－国内トップレベル選手を対象として－�
�
テニスのスピンサーブの安定性に関する研究�
�
東洋的行法における呼吸法の心理学的研究　�
－丹田呼吸法の心理的効果に関する実験的検討－��
FENCING・Fleuretの技術に関する研究　�
－Coup de jetageに着目して－��
立幅跳における色彩が運動パフォーマンスに与える影響　�
～構えについて～�
�
バレリーナの足関節可動域に関する研究�
��
学童期の踵骨骨量と日常生活要因に関する４ヶ月の追跡研究�
��
大学柔道選手の腰痛に関する研究�
�
ボクシング選手の減量に関する研究　�
－身体組成の変化について－�
�
フィンスイミング短距離選手の身体特性とパフォーマンスの関係�
�
持久的運動トレーニングが肝細胞のストレス耐性に及ぼす影響�
－in vitroの初代培養肝細胞を用いた実験系での検討－�　�
変形性膝関節症に対する運動療法の効果　�
－下肢皮膚温度を中心に－�
�
大学女子チアリーダーにおける損傷の特徴と身体特性との関係�
�
スポーツ活動による辛苦体験とその克服について　�
－理解者の存在が与える精神的影響－�
�
実業団女子バスケットボール選手の栄養摂取状況および体力特性に関する研究�

瀧元　誠樹 スポーツ文化・社会科学系�

古木　宏子 トレーニング科学系�

伊藤　耕作 トレーニング科学系�

仲　　立貴 健康科学・スポーツ医科学系�

中尾　陽光 健康科学・スポーツ医科学系�

西村　　忍 健康科学・スポーツ医科学系�

伊藤　博一 健康科学・スポーツ医科学系�

宋　　洪善 健康科学・スポーツ医科学系�

鵜澤　紀子 健康科学・スポーツ医科学系�

「武」と「舞」の同根性に関する研究�
－『古事記』の分析を中心にして－��
運動のテンポが生体機能に及ぼす影響�
－エアロビックダンス・自転車こぎ運動・ランニング－��
現代サッカー・ルール改正の役割�
－最近のFIFAワールドカップ４大会の映像分析を中心に－��
スポーツ選手の身体組成およびその左右差に関する研究�
－女子バスケットボール選手と水泳選手における検討－�
�
大学女子サッカー選手のスポーツ医学的サポートに関する研究�
��
A Study of Ankle Ligamentous Injuries in College Football Players.�
��
野球の投能力向上と上肢投球障害予防に関する研究�
��
Occurrence and Recovery of Muscle Strain Injury  -in vivo animal study-�
��
「損傷予防の立場からみた舞踊系身体運動プログラムに関する研究」�

■平成16年度　体育科学研究科博士後期課程修了者一覧       �

   氏　名 　　所　属　学　系　　　　　　　　　　　　　　 論　文　題　目�

■平成16年度　体育科学研究科博士前期課程修了者一覧       �

   氏　名 　　所　属　学　系　　　　　　　　　　　　　　 論　文　題　目�

黄　　仁官 トレーニング科学系� 動・植物性タンパク質の食餌と走トレーニングがラットの運動能力および�
骨格筋に及ぼす影響�

■平成１６年度　体育科学研究科論文博士授与者一覧         �

   氏　名 　　所　属　学　系　　　　　　　　　　　　　　 論　文　題　目�

中野昭一奨励賞受賞　宋洪善さん中野昭一奨励賞受賞　伊藤博一さん

写真出典：岩原文彦他「一流女子ビーチバレーボール選手
の体力特性と模擬試合中の運動強度」トレーニング科学,
12(3), 153-160, 2001



■専攻科�

■編入学�

■大学／体育学部�

■短大／体育科・保育科�

■大学院体育科学研究科�

体 育 学 科 �

志願者数�区　　　分� 受験者数� 合格者数� 入学予定者数� 倍率�

志願者数�区　　　分� 受験者数� 合格者数� 入学予定者数� 倍率�

推 薦 �

一 般 �

学 科 計 �

推 薦 �

一 般 �

学 科 計 �

推 薦 �

一 般 �

学 科 計 �

推 薦 �

一 般 �

学 科 計 �

推 薦 �

一 般 �

総 合 計 �

 479 (143)�

 2,000 (424)�

 2,479 (567)�

 28 (19)�

 645  (225)�

 673  (244)�

 45  (11)�

 143  (28)�

 188  (39)�

 21 (13)�

 799 (118)�

 820  (131)�

 573  (186)�

 3,587  (795)�

 4,160 (981)  

�

 479  (143)�

 1,980  (417)�

 2,459 (560)�

 28  (19)�

 634  (220)�

 662  (239)�

 45  (11)�

 138  (27)�

 183  (38)�

 21  (13)�

 792 (118)�

 813 (131)�

 573 (186)�

 3,544  (782)�

 4,117 (968)

 430  (134)�

 533 (93)�

 963  (227)�

 26  (17)�

 239 (66)�

 265  (83)�

 44  (11)�

 95  (21)�

 139 (32)�

 21 (13)�

 292 (38)�

 313 (51)�

 521 (175)�

 1,159 (218)�

 1,680  (393)

 425  (132)�

 364  (55)�

 789  (187)�

 26 (17)�

 144  (44)�

 170  (61)�

 44 (11)�

 86  (19)�

 130  (30)�

 21  (13)�

 140 (18)�

 161 (31)�

 516 (173)�

 734 (136)�

 1,250 (309)

1.1�

3.7�

2.6�

1.1�

2.7�

2.5�

1.0�

1.5�

1.3�

1.0�

2.7�

2.6�

1.1�

3.1�

2.5

推 薦 �

一 般 �

科 計 �

推 薦 �

一 般 �

科 計 �

推 薦 �

一 般 �

総 合 計 �

137�

270�

407�

47�

51�

98�

184�

321�

505

137�

269�

406�

47�

49�

96�

184�

318�

502

85�

112�

197�

40�

29�

69�

125�

141�

266

78�

60�

138�

38�

22�

60�

116�

82�

198

1.6�

2.4�

2.1�

1.2�

1.7�

1.4�

1.5�

2.3�

1.9

体 育 科 �

保 育 科 �

合 計 �

志願者数� 受験者数� 合格者数� 倍率�入学予定者数�

健 康 学 科 �

武 道 学 科 �

社 会 体 育 学 科 �

合 計 �

区　　　分�
志願者数� 受験者数� 合格者数� 入学予定者数� 倍率� 志願者数� 受験者数� 合格者数�

博士前期課程� 博士後期課程�

入学予定者数� 倍率�

スポーツ文化・社会科学系�

ト レ ー ニ ン グ 科 学 系 �

健康科学・スポーツ医科学系�

合 計 �

※（　　）内は女子内数  *倍率＝受験者数÷合格者数 �

※推薦入試には帰国子女特別選抜を含む（志願者なし）�

志願者数� 受験者数� 合格者数� 倍率�入学予定者数�

1.011 (1)11 (1)11 (1)11 (1)

96 (94)98 (96) 103 (99) 106 (101) 1.1

9 (1)�

4 (1)�

13 (2)�

27 (2)�

3 (1)�

30 (3)�

8 (4)�

3 (1)�

11 (5)�

44 (7)�

10 (3)�

54(10)

9 (1)�

4 (1)�

13 (2)�

26 (2)�

3 (1)�

29 (3)�

7 (3)�

3 (1)�

10 (4)�

42 (6)�

10 (3)�

52 (9)
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平成17年3月10日、東京・世田谷
キャンパス深沢校舎第一体育館にて
平成16年度｢大学・短大卒業式｣が
行われ、大学体育学部1,299名、短
大206名に卒業証書が授与された。
午後からは、741教室にて｢専攻科修
了式｣が、引き続き｢大学院修了式｣
が行われ、専攻科11名に修了証書
が、大学院43名（前期課程34名、後
期課程9名）に学位記が授与された。

平成16年度｢大学・短大卒業式｣
｢専攻科修了式｣｢大学院修了式｣

平成１７年度入試データ

２月９日（水）・１０日（木）の１泊２日、東京・代々木の国立
オリンピック記念青少年総合センターにおいて『第１５回
リーダーズキャンプ』を開催した。
このリーダーズキャンプは、学友会総務委員会の運

営のもと、年１回本学の学友会クラブ・サークルの代表
者を集い、リーダーの育成と体育人としての意識向上を
図る宿泊研修会である。
本年度のテーマは『求められる日体大とは？』。１８０人

の学生がグループに別れ、活発な討議を行った。

１日目：開会式、講演（陸上競技部　別府健至　駅伝
監督）、親睦会、分科会、全体会

２日目：朝会、講演（『若者の薬物乱用の現状について』
警視庁　組織犯罪対策課）、分科会、全体会、
閉会式

0 4 ◆ 下 半 期 ニ ュ ー ス0 4 ◆ 下 半 期 ニ ュ ー ス

アテネの活躍、北京へ続け！｢アテネオリンピック報告会｣「第１５回リーダーズキャンプ」

11月22日、都内ホテルにおいて、財団法人日本
オリンピック委員会主催の「JOC感謝の集い」が開
催された。その席上で、選手・指導者を取り巻く環
境の整備に努め、それらの活動を積極的に支援す
ることにより、国際競技力の向上に尽力する等、我
が国の選手強化の基盤を支えている企業・学校等
を表彰することを目的とした、JOCスポーツ賞「トッ
プアスリートサポート賞」の表彰式が行われ、本学
は平成16年度同賞優秀団体賞を受賞した。

平成１６年度JOCスポーツ賞
「トップアスリートサポート賞」優秀団体賞受賞

R E P O R TR E P O R T

平成16年10月29日、都内ホテルにお
いて｢アテネオリンピック報告会｣が行わ
れ、アテネからの帰国後もご多忙な日々
のなか、本学学生・卒業生の出場選手
22名の内、12名の選手に出席いただい
た。
出席者は500名を超え、開会宣言を

合図に大きな歓声に包まれ選手の入場
となり、最初に出場選手全22名が紹介
され、長谷川正明学長の挨拶に続き、
ご来賓の皆様からご祝辞を頂いた。この後、北島康介選手が昨年の世界新記録樹立
で第１号として受賞した、スポーツ・学術・社会活動・国際交流等において功績のあった
学生を表彰することを目的とした「特別学長賞」が、北島康介選手（２年連続）と中村礼子
選手に授与された。そして12名の選手ひとり一人からアテネ五輪の感想や今後の抱負
などが述べられ、在学生代表12名から花束贈呈が行われた。
最後に清水義明スポーツ局長からお礼の挨拶があり、今回の勢いが次回2008年北

京オリンピックに続くようにと胡弓演奏の音色に送られながらの閉会となった。

学友会総務委員会

「学内合同企業説明会」に学生３００名参加！
就職課

（2005.3.22現在）

分科会討議風景

地域・社会貢献推進委員会の企画の一つとして、幼
児体育ゼミの学生による「小運動会」を、平成１７年２月
１２日（土）に東京・世田谷キャンパスで行った。
一年で一番寒い２月にも関わらず４８人の子ども達と、

その家族が大勢集ってくれて、天候にも恵まれ、広い
グラウンドで仲間と、お父さん・お母さんと、お兄さ
ん・お姉さんと「大玉ころがし」・「つなひき」・「パン食
い競争」などで楽しく運動した。

幼児体育ゼミ「小運動会」
平成16年度地域・社会貢献推進委員会

『第３８回 日体フェスティバル』

１０月３０日（土）より１１月１日（月）まで、横浜・健志台キャ
ンパスにおいて『第３８回日体フェスティバル』を開催した。
本年度は、清原伸彦実施委員長、杉本裕行実行委

員長のもと、『環・寛・歓～Let's enjoy Eco-Sports！～』
をテーマに掲げた。
本学学生による和太鼓演奏で幕を開けた日体フェステ

ィバル。シンポジウムは、アテネ五輪アーチェリー銀メダリスト山本博さん、200m背泳ぎ銅
メダリストの中村礼子さん、アテネ五輪NHK総合キャスター堀尾正明さん、NPO法人グロ
ーバル・スポーツ・アライアンス常任理事の岡田達雄さん、ジャーナリストの蟹瀬誠一さんを
パネラーにお迎えし、『スポーツ（アテネオリンピック）と環境』をテーマに、アテネ五輪の報告
やスポーツを通じた環境問題への取り組みなど有意義な語らいの場となった。
２日目には横浜マッスルシアターで話題沸騰中の『マッスルミュージカル』を米本記念体育

館で開催。本学卒業生を含むメンバーが筋肉から生まれる奇跡のパフォーマンスをたっぷり
と見せてくれた。さらに９月に完成した体操競技館ではアテネ五輪体操団体金メダリストの
水鳥寿思選手をお迎えし、公開演技会を行なった。
最終日は学生たちのエネルギーを結集したミニ実演会を開催。すばらしい演技の数々に

体育館は感動の渦となり、大迫力のエッサッサで３日間のフェスティバルを締めくくった。
そのほかにも、毎年恒例になっている野外ステージでのさまざまな企画、模擬店、フリー

マーケットなど、各クラブの特色を生かした公開試合や公開練習、スポーツ教室にも多くの
方々に参加していただき、日体フェスティバルを開催するにあたり近隣住民の皆様をはじめ、
多くの関係者にご助力いただき深く感謝したい。

１月１５日（土）１１時より、横浜・健志台キャンパ
ス「第３体育館」において、企業３８社の人事採用
担当者による会社説明会が行われた。
参加学生はリクルートスーツに身をかため、積

極的に各社ブースを回り、人事採用担当者の
方々の魅力溢れる熱弁を興味津々に聞き入って
いた。
終了後、学生からのアンケートには、学内でこのような経験ができたことで、就職

活動に対する意欲がわき、目的意識も高まったとの満足の声が数多くあった。

日体フェスティバル実行委員会

平成１６年度退職教員紹介
竹宮　隆（たけみやたかし）

1935（昭和10）年生まれ　石川県出身　県立羽咋高校から1953年東
京教育大学入学　57年卒業後、東京教育大学教務補佐員、東京女
子医科大学助手、杏林大学講師、助教授、筑波大学助教授、教授
を経て2001年より本学の教授として勤務。68年東京女子医科大学で
博士（医学）の学位を取得。98年筑波大学名誉教授の称号を受ける。
2005.3退職

中野　重人（なかのしげと）

1937（昭和12）年生まれ　鹿児島県出身　県立牧園高校から1956
年鹿児島大学入学　60年卒業後、鹿児島県公立中学校教諭とし
て勤務。67年広島大学大学院入学　69年修了後、宮崎大学助手、
専任講師、助教授を経て79年より文部省、国立教育政策研究所
を歴任。2000年より本学の教授として勤務。
2005.3退職

富岡　元信（とみおかもとのぶ）

1939（昭和14）年生まれ　広島県出身　広島市立舟入高校から
1959年本学入学　63年卒業後、広島市立舟入高校教諭として勤
務。71年本学専任講師となり、助教授を経て83年より教授として勤
務。
2005.3退職

園田　高一（そのだ こういち）

1940（昭和15）年生まれ　宮崎県出身　県立都島高校から1959年
本学入学　63年卒業後、本学助手、専任講師、助教授を経て87
年より教授として勤務。
2005.3退職

上平　雅史（うえひらまさし）

1940（昭和15）年生まれ　奈良県出身　県立高田高校から1959年
本学入学　63年卒業後、大阪市立扇町高校教諭として勤務。66
年本学助手となり、専任講師、助教授を経て85年教授として勤務。
2005.3退職　98年学校法人日本体育会常務理事就任

志沢　邦夫（しざわくにお）

1940（昭和15）年生まれ　東京都出身　郁文館高校から1959年本
学入学　63年卒業後、本学助手、専任講師、助教授を経て86年
より教授として勤務。80年スポーツ指導者在外研究員として1年間
オーストラリアへ。
2005.3退職

釜崎　太（かまさきふとし）

1970（昭和45）年生まれ　福岡県出身　県立北九州高校から1989
年本学入学　95年卒業後、筑波大学大学院入学　2001年単位
取得満期退学　本学期限付助手を経て03年より助手として勤務。
本学在学中、ドイツ体育大学ケルンへ留学。05年より弘前大学専
任講師として勤務。
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　昨年の10月初旬、『学生生活実態調査』が行われた。本学では90年・92年・98年に実
施され、今回は4回目の調査となる。その調査目的は、学生の生活全般に関する実態を把
握し、今後の学生指導の一助とすると同時に、福利厚生事業の充実を図るためにある。�
　今回は過去3回の調査を踏襲しながら、①健康、②授業、③クラブ・サークル活動、④学
校生活、⑤就職、⑥その他、と大きく6項目に分類しアンケート調査が行われた。高い回収
率から、現在の学生の生活実態や考え方にほぼ近い実相が浮かび上がってきている、と
思われる。�
　本年3月、それらの集計結果をまとめた報告書が刊行されたので、その一部を報告する。
なお、グラフは全て大学・短大の合算集計である。�

［調査実施要領］�
■調査設計�
調査対象：大学生・短大生全員�
調査数：5,798名�
調査方法：各学年の必修授業において調査回収／�
　　　　  58問と自由記述�
調査期間：平成16年10月4日（月）～10月8日（金）�
■回収結果�
回答者数：4,561名（大学4,210名、短大351名）�
調査率：78.7％�
※以下は、同報告書に基づき、表・グラフの一部を再編集してまとめたものです。�
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●「技術･技能･競技力向上」に多くの割合を占めているのは、前回調査と同じ傾向である。�
●ここには無いが、学科別の回答率から2つの群に分類することができる。一つは、「技術･技能･競技力
向上」・「精神力・肉体的鍛錬」に回答が集中した、体育会系の体育学科・武道学科。もう一つは、それら
にも高い割合を占めるものの前者ほどではなく、「余暇充実」「友人を作る」「新しい種目への興味」等に
も高い回答率を示すサークル・同好会系の健康学科・社会体育学科・短大である。�
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●「教員」への希望が全体で5割弱というのは、意外と低い数字である。これは、昨今の教職採用試験等
をクリアする困難さを十分認識した結果が反映されているものと思われる。�
●一方、「企業」は全体集計では13.0％であるが、ここに掲載できなかった学年別の集計によれば、教職・
その他の指導者に反比例して、学年が進むごとに段階的に増加の傾向を示している。�
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●「資格が取得できる」が一番多いところに、学生が大学での学びに何を求めているか、の一端が出ている。�
●2位の「授業科目が自由に選択できる」は6割弱を占める。�
ところで、ここには掲載できなかった学年別の集計によれば、入学したばかりの1年生では7割を超える。しか
し、学年が上がるに連れ、3年生では半数に満たなくなる。逆に、「新しい情報や知識が得られる」は1年生で
は49.6%だが、大学生活を経験するにつれ上がり、４年生では54.9％になる、という結果も出ている。�
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●「どうしても教員になりたい」「出来れば教員になりたい」「取りあえず教員免許は取得したい」をあわせ
た教職免許取得希望者は、ほぼ9割と高率である。全体として、教員になれるかどうかは別として、日体大に
入学してきた以上、教職の免許だけは取得しておきたい、という学生の気持ちがよく現れている。�

●半数の学生が「体育・スポーツの知識、技術、指導法、理論を学べる」ことを進学理由にしており、「学力・
競技力向上のため」と併せると、8割もの学生が体育・スポーツへの明確な意欲を持って入学してきている。
それらは、3割前後ある「イメージ」や「日体大の競技スポーツの魅力」とリンクしていることが分かる。�
●また、「教師・両親等に勧められた」のポイントが高いのは、体育・スポーツの教員・指導者に日体大卒
が多いことや、両親の学生時代に培われた日体大への良いイメージがあるからと思われる。�

●必修単位は当然としても、将来を見つめて「資格取得」へのこだわりが一番強いことが分かる。また、7
割弱の学生が「自分の興味」にそって履修していることもうかがえる。その際、25％を超える学生が「シラ
バスの内容」を見て決めている。しかし一方で、同数に近い学生が「単位取得が簡単」を選んでおり、ドラ
イな一面がよく出ている。�
●「時間帯」が5番目多かったのは、学友会活動やアルバイトの関係からきていると思われる。�

『学生生活実態調査報告書』�
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■アーチェリー 全日本学生室内個人選手権 男子　3位 那須皇嗣
女子　優勝 馬場加那子

■ウエイトリフティング 全日本大学対抗選手権　 男子　56キロ級　優勝 大田真志
おかやま国体記念杯　 女子　75キロ級　優勝 真下智恵美
全日本大学対抗選手権　　 女子　対抗得点　優勝

女子　58キロ級　優勝（大会新） 川上知子
女子　63キロ級　優勝 塩見佳世
女子　75キロ級　優勝 宮城寿子
女子　75キロ超級　優勝（大会新） 今鉾一恵

■カヌー 日本カヌーフラットウォーターレーシング選手権 女子　500ｍカヤックペア　1位 浜野早紀、知念一歩
■剣道 東京都私立短大体育大会 女子　優勝 上杉千夏
■サッカー 関東大学 女子　優勝（2年ぶり13度目）

大学女子選手権　 女子　優勝（5年連続11度目の優勝）
■柔道 全日本学生体重別選手権 男子　66キロ級　優勝 小山田和行

世界ジュニア選手権 男子　90キロ級　5位 平田侑城
■準硬式野球 秋季リーグ戦 男子　優勝
■少林寺拳法 全日本学生少林寺拳法大会 男子　三段以上の部　優勝（最優秀内閣総理大臣賞） 増井友哉、高橋良平

女子　団体の部　優勝 中尾容子、安江優子、高橋鈴枝、芝崎美玲、田島佳代子、
橋本香織、清田麻衣、中西順子

女子　三人掛の部　準優勝 中尾容子、安江優子、清田麻衣
男女　男女有段の部　準優勝 明村武信、芝崎美玲

■水泳（競泳） 日本短水路選手権 男子　平泳ぎ　100ｍ・200ｍ優勝・50ｍ2位 北島康介
女子　背泳ぎ50ｍ・100ｍ・200ｍ　優勝 中村礼子

■水泳（水球） 日本学生選手権 男子　優勝
女子　準優勝

■スキー W杯スキー複合　 男子　18位 青木純平
男子　22位 青木純平
男子　複合Bスプリント　10位 青木純平

世界選手権 男子　複合団体 9位 青木純平
男子　複合個人スプリント　14位 青木純平

全日本学生選手権 女子　15キロリレー　3位
世界選手権 女子　大回転　34位 星瑞枝

女子　回転　21位 星瑞枝
世界ジュニア選手権 女子　回転　15位 星瑞枝

女子　大回転　37位 星瑞枝
世界選手権 男子　複合個人スプリント　27位 青木純平
全日本スキー選手権 女子　回転　優勝 星瑞枝

女子　大回転　2位 星瑞枝
ＦＩＳジャパンシリーズ 女子　回転　2位 星瑞枝

■スキー（スノーボード） スノーボード世界選手権 男子　30位 川口晃平
Ｗ杯新駒内大会 男子　パラレル大回転　38位 川口晃平
W杯 男子　パラレル大回転　29位 川口晃平

■スキー（ジャンプ） 雪印杯全日本ジャンプ大会 男子 （最長不倒　95ｍ） 遠藤悠介
HBC杯ジャンプ競技会 男子　3位 遠藤悠介
全日本選手権ジャンプ 男子 （最長不倒　128.5ｍ） 遠藤悠介

■スケート 浅間選抜ワールドカップ　 男子　5000ｍ　2位 安田直樹
男子　1000ｍ　2位 中嶋敬春

全日本選手権　 男子　500ｍ　3位 中嶋敬春
男子　5000ｍ　2位 安田直樹
男子　1500ｍ　1位 中嶋敬春
男子　10000ｍ　2位 安田直樹

日本学生氷上選手権 男子　1000ｍ　1位 中嶋敬春
男子　1500ｍ　1位 中嶋敬春

ユニバーシアード冬季大会 男子　500ｍ　5位 中嶋敬春
男子　1000ｍ　1位 中嶋敬春
男子　1500ｍ　3位 中嶋敬春

国体冬季大会 男子　1500ｍ　1位 中嶋敬春
Ｗ杯スケート 男子　1000ｍ（Aクラス） 16位 中嶋敬春

男子　1500ｍ（Bクラス） 優勝 中嶋敬春
全日本選抜スピードスケート競技会 男子　5000ｍ　1位 黒岩慎也
世界距離別選手権 男子　1500ｍ　19位 中嶋敬春

男子　団体追い抜き　8位 中嶋敬春
■相撲 全国個人体重別選手権 男子　75キロ未満　準優勝 中島大志
■ソフトテニス 関東学生 男子　優勝

女子　準優勝
全日本学生選抜インドア選手権　 女子　ダブルス　準優勝 有城央子、今給黎聡子

女子　ダブルス　3位 逢野祐子、加藤姿絵
■ソフトボール 東京都大学 男子　優勝

女子　優勝
関東大学　 女子　準優勝

■体操競技 全日本選手権　 男子　団体総合　準優勝
男子　ゆか　優勝 中瀬卓也
男子　跳馬　優勝 森赳人
男子　跳馬　準優勝 速見佑斗

■ダブルダッチ チャレンジｉｎ神戸 シングルス学生の部　1・2・3位
世界大会 フュージョン　2・3位、スピード　3位
チャレンジｉｎ東京 フュージョン　1・2・3位、スピード　1・2・3位

■トライアスロン 全日本学生スプリント選手権 男子　個人総合　準優勝 青島直道
男子　チームＴＴの部　準優勝 太口雅之、成田大輔、江藤真輔
男子　チームＴＴの部　3位 佐藤紀之、森渉、有吉勇貴
女子　チームＴＴの部　3位 中島あゆみ、中野真由子、沖留美子

■トランポリン 全日本トーナメント選手権　 男子　オープン　準優勝 外村哲也
男子　17歳以上　3位 坂本鷹志
女子　17歳以上　3位 山崎麻衣

■軟式野球 関東六大学リーグ戦 女子　優勝
■バスケットボール 秋季リーグ戦 男子　3位

全日本学生選手権　 男子　5位
秋季リーグ戦 女子　準優勝

■バドミントン 全日本学生選手権 男子　団体　優勝（3年連続12度目の優勝）
男子 シングル　優勝 劉志遠
男子　ダブルス　準優勝 小宮山元、平田典靖

世界学生選手権　 男子　ダブルス 3位 小宮山元、平田典靖
全日本学生選手権 女子　団体　準優勝

■ハンドボール 秋季リーグ戦 男子　4位
全日本学生選手権　 男子　準優勝
秋季リーグ戦 女子　3位

■フィンスイミング 学生選手権　 男子　アプニア50ｍ・サーフィス50ｍ・ビーフィン50ｍ　1位 池口貴雄
女子　アプニア50ｍ・ビーフィン50ｍ　1位 林真奈美
女子　サーフィス50ｍ・100ｍ　1位 遠藤佑香

■フェンシング 関東学生選手権　 女子　サーブル個人　3位 石川かおり
女子　サーブル個人　優勝・準優勝 二田紀子、中村治子
女子　サーブル団体　3位

全日本学生選手権　 女子　エペ個人　優勝 枝由加利
女子 フルーレ団体　準優勝
女子　エペ団体 3位
女子　サーブル団体 3位

■ボクシング 埼玉秋季国体　 成年男子　ライトフライ級　優勝 鈴木謙司
■野球 秋季リーグ戦 男子　優勝（12季ぶり19度目）
■ラクロス 関東大学リーグ　 女子　準優勝

男子　3位
■陸上競技 日本選手権リレー大会 男子　1600ｍリレー　1位 樋口信吾、正川雄一、秋山真一郎、堀籠佳宏
■陸上競技（駅伝） 出雲全日本大学選抜駅伝 男子　5位

第36回全日本大学駅伝対校選手権 男子　6位
第81回箱根大学駅伝 男子　総合準優勝

男子　区間賞（10区新記録1.09.05） 山田紘之
第40回千葉国際クロスカントリー 一般男子　4000ｍ　6位 梅枝裕吉

ジュニア男子　8000ｍ　6位 北村聡
第22回全日本大学女子駅伝　 女子 7位
全日本大学女子選抜駅伝 女子　9位
福岡国際クロスカントリー大会 男子　ジュニア(8キロ） 優勝 北村聡
日本学生ハーフマラソン 男子　3位 熊本剛

■レスリング 全日本学生王座決定戦 男子　準優勝
全日本大学選手権　 男子　学校対抗　3位

男子　74キロ級　優勝 加藤陽輔
全日本大学グレコローマン選手権 男子　60キロ級　優勝 福間道元

男子　74キロ級　優勝 吉田毅
男子　対抗得点　優勝（5年ぶり12度目）

全日本選手権　 男子　フリー96キロ級 3位 米山祥嗣
男子　グレコローマン55キロ級　3位 和田宗法
男子　グレコローマン84キロ級　準優勝 斎川哲克
男子　フリー60キロ級　優勝 小島豪臣
男子　フリー60キロ級　3位 湯元健一
男子　グレコローマン60キロ級　準優勝 北岡秀王
男子　グレコローマン60キロ級　3位 福間道元、松本隆太郎

クラブ名　　　　　　　 大会名　　　　　　　　　　　　　　　　 結果　　　　　　　　　　　　　　 氏名

04年度［下半期 クラブの主な大会成績］


